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【一太郎 2018編】
同じ言い回しを連発していないか確認するマル秘テク

小説やレポートなどを書いていると、似たような言い回しを何度も使ってしまうことがあ

ります。意図的にフレーズを繰り返す場合は別ですが、漫然と同じことばを連発すると文

章が単調になり、稚拙な印象を与えることがあります。一太郎 2018 では、繰り返し出て
くる「頻出語」をチェックする機能が登場しました。指摘された箇所の表現を改めるなど、

推敲や文章のブラッシュアップに役立ちます。

1．文書を作成したら、［ツール－文書校正－頻出語チェック］を選択します。ツールパ
レットの［校正］で、［頻出語］をクリックしても同様です。

↓

2．［対象範囲］を文単位で設定します。例えば「2」文以内と設定すると、前後の「1」
文もチェックの対象範囲となります。ここでは「4」と設定します。［表示対象］で指摘
対象にする品詞の種類をオンにし、［OK］をクリックして頻出語のチェックを実行します。
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↓

3．頻出語がある場合、「頻出語グループが○個見つかりました。」というメッセージが表
示されるので、［確認］をクリックします。

↓

4．ジャンプパレットが開いて頻出語の一覧が表示されます。文書上では、頻出語グルー
プごとにことばが色分けされた状態でマーク表示されます。

↓

5．ジャンプパレットのことばをクリックすると、クリックした文章中のことばにカーソ
ルがジャンプします。
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↓

6．前後の頻出語を確認して推敲し、必要に応じて表現を改められます。

↓
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7．頻出語のマーク表示を消したいときは、［ツール－文書校正－頻出語チェックのマー
クをクリア］を選択します。ツールパレットの［頻出語チェックのマークをクリア］また

はジャンプパレットの［頻出語マークをクリア］をクリックしても同様です。

↓

8．頻出語のマークが消えます。なお、頻出語のマーク表示は文書に保存されないので、
文書を閉じると自動的にマーク表示は解除されます。


